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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の図柄を有する図柄面を備えた周回ベルト体と、
　その周回ベルト体を回転駆動する回転駆動手段と、
　その回転駆動手段によって回転駆動される周回ベルト体が有する図柄により、所定の領
域に特定の表示がされた場合に遊技者に有利な遊技状態を発生させる制御手段とを備えた
遊技機において、
　前記周回ベルト体は、
　その周回ベルト体が有する複数の図柄のうち遊技者が視認可能な視認可能表示領域に所
定の並びで存在する図柄と、前記視認可能表示領域とは異なる視認不能表示領域に存在す
る図柄とが変化するよう前記回転駆動手段により回転駆動されるものであり、
　前記周回ベルト体の搬送経路中に位置を移動可能に設けられ、前記視認可能表示領域に
存在する図柄を前記視認不能表示領域へ迂回させる第１の可動式ローラと、
　前記周回ベルト体の搬送経路中に位置を移動可能に設けられ、前記第１の可動式ローラ
による前記視認不能表示領域への前記図柄の迂回量を補うために、前記第１の可動式ロー
ラが移動された場合にその移動と連動して移動する第２の可動式ローラと、
　前記第１の可動式ローラ及び前記第２の可動式ローラの移動によって、前記視認可能表
示領域に存在する図柄面の少なくとも一部を前記視認不能表示領域に移動させることによ
り、前記回転駆動手段による前記周回ベルト体の回転駆動とは無関係に、前記視認可能表
示領域に存在する図柄を前記所定の並びとは異なる並びに変更する変更手段とを備え、
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　前記周回ベルト体が有する図柄のうち前記特定の表示を構成する図柄が前記視認可能表
示領域を通過して前記視認不能表示領域へ移動した後で前記回転駆動手段による前記周回
ベルト体の回転駆動が停止された場合に、前記変更手段による変更によって前記特定の表
示を構成する図柄を前記視認可能表示領域における前記所定の領域に再表示させることを
特徴とする遊技機。
【請求項２】
　複数の図柄を有する図柄面を備えた周回ベルト体と、
　その周回ベルト体を回転駆動する回転駆動手段と、
　その回転駆動手段によって回転駆動される周回ベルト体が有する図柄により、所定の領
域に特定の表示がされた場合に遊技者に有利な遊技状態を発生させる制御手段とを備えた
遊技機において、
　前記周回ベルト体は、
　その周回ベルト体が有する複数の図柄のうち遊技者が視認可能な視認可能表示領域に所
定の並びで存在する図柄と、前記視認可能表示領域とは異なる視認不能表示領域に存在す
る図柄とが変化するよう前記回転駆動手段により回転駆動されるものであり、
　前記周回ベルト体の搬送経路中に位置を移動可能に設けられ、前記視認可能表示領域に
存在する図柄を前記視認不能表示領域へ迂回させる第１の可動式ローラと、
　前記周回ベルト体の搬送経路中に位置を移動可能に設けられ、前記第１の可動式ローラ
による前記視認不能表示領域への前記図柄の迂回量を補うために、前記第１の可動式ロー
ラが移動された場合にその移動と連動して移動する第２の可動式ローラと、
　前記第１の可動式ローラ及び前記第２の可動式ローラの移動によって、前記視認可能表
示領域に存在する図柄面の少なくとも一部を前記視認不能表示領域に移動させることによ
り、前記回転駆動手段による前記周回ベルト体の回転駆動とは無関係に、前記視認可能表
示領域に存在する図柄を前記所定の並びとは異なる並びに変更する変更手段とを備え、
　前記周回ベルト体が有する図柄のうち前記特定の表示を構成する図柄が前記視認不能表
示領域を通過して前記視認可能表示領域へ到達する前に前記回転駆動手段による前記周回
ベルト体の回転駆動が停止された場合に、前記変更手段による変更によって前記特定の表
示を構成する図柄を前記視認可能表示領域における前記所定の領域に表示させることを特
徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、パチンコ機やスロットマシンなどに代表される遊技機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　一般にパチンコ機は、図柄が順次停止し、その変動結果が予め定められた大当たり図柄
の組み合わせを表示したときに、大当たり遊技状態となって変動入賞装置が所定の態様で
駆動される。このようなパチンコ機の場合、図柄表示器に表示される複数の図柄は、ある
一定のパターンを持ち、遊技者も次にくる図柄の予想を明確に認識することができる。こ
れらの表示順序は変わることなく、例えば１，２，３，・・・・・，１１，１２などの数
字が記されている場合、２の次は３、３の次は４と明らかに次に表示される数字が予測で
きる。これにより大当たり状態を待つ遊技者は、自身が望む数字の表示順序によって、自
らに期待される変動停止図柄をある程度認識できるという利点がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、回転表示器に表示される複数の図柄の停止順がワンパターンである場合
、図柄の停止寸前に大当たり図柄が通過すると、遊技者は大当たりを諦めてしまい興趣性
が損なわれるという問題点がある。例えば、３図柄のうち２図柄が「７」「７」と並んだ
リーチ状態で、最後の変動図柄が停止寸前に「７」を通すると、遊技者は、大当たりの発
生を諦めてしまう。ここで、図柄の変動表示が、液晶表示装置（ＬＣＤディスプレイ）な
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どにより行われる場合には、図柄の変動表示の順番は容易に変更することができるが、複
数の図柄が順次印刷表示されたリールにより図柄の変動表示を行う場合には、図柄の変動
表示の順番を変更することは非常に困難である。
【０００４】
　本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、普段予想される図柄
表示の順番にとらわれることなく、大当たりの期待度をより高めて、興趣性を向上するこ
とができる遊技機を提供することを目的としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、複数の図柄を有する図柄面を備え
た周回ベルト体と、その周回ベルト体を回転駆動する回転駆動手段と、その回転駆動手段
によって回転駆動される周回ベルト体が有する図柄により、所定の領域に特定の表示がさ
れた場合に遊技者に有利な遊技状態を発生させる制御手段とを備え、前記周回ベルト体は
、その周回ベルト体が有する複数の図柄のうち遊技者が視認可能な視認可能表示領域に所
定の並びで存在する図柄と、前記視認可能表示領域とは異なる視認不能表示領域に存在す
る図柄とが変化するよう前記回転駆動手段により回転駆動されるものであり、前記周回ベ
ルト体の搬送経路中に位置を移動可能に設けられ、前記視認可能表示領域に存在する図柄
を前記視認不能表示領域へ迂回させる第１の可動式ローラと、前記周回ベルト体の搬送経
路中に位置を移動可能に設けられ、前記第１の可動式ローラによる前記視認不能表示領域
への前記図柄の迂回量を補うために、前記第１の可動式ローラが移動された場合にその移
動と連動して移動する第２の可動式ローラと、前記第１の可動式ローラ及び前記第２の可
動式ローラの移動によって、前記視認可能表示領域に存在する図柄面の少なくとも一部を
前記視認不能表示領域に移動させることにより、前記回転駆動手段による前記周回ベルト
体の回転駆動とは無関係に、前記視認可能表示領域に存在する図柄を前記所定の並びとは
異なる並びに変更する変更手段とを備え、前記周回ベルト体が有する図柄のうち前記特定
の表示を構成する図柄が前記視認可能表示領域を通過して前記視認不能表示領域へ移動し
た後で前記回転駆動手段による前記周回ベルト体の回転駆動が停止された場合に、前記変
更手段による変更によって前記特定の表示を構成する図柄を前記視認可能表示領域におけ
る前記所定の領域に再表示させる。
【０００６】
　この請求項１記載の遊技機によれば、回転駆動手段は、周回ベルト体の図柄面に設けら
れている複数の図柄のうち遊技者が視認可能な視認可能表示領域に所定の並びで存在する
図柄と、視認可能表示領域とは異なる視認不能表示領域に存在する図柄とが変化するよう
、周回ベルト体を回転駆動する。また、変更手段は、第１の可動式ローラの移動及びその
第１の可動式ローラの移動に連動する第２の可動式ローラの移動によって、視認可能表示
領域に存在する図柄面の少なくとも一部を視認不能表示領域に移動させることにより、回
転駆動手段による周回ベルト体の回転駆動とは無関係に、視認可能表示領域に存在する図
柄を該所定の並びとは異なる並びに変更する。そして、周回ベルト体が有する図柄により
、所定の領域に特定の表示がされた場合に、制御手段は、遊技者に有利な遊技状態を発生
させる。
　ここで、周回ベルト体が有する図柄のうち特定の表示を構成する図柄が視認可能表示領
域を通過して視認不能表示領域へ移動した後で、回転駆動手段による周回ベルト体の回転
駆動が停止された場合には、変更手段による変更によって、該特定の表示を構成する図柄
を、視認可能表示領域における所定の領域に再表示させる。
　請求項２記載の遊技機によれば、複数の図柄を有する図柄面を備えた周回ベルト体と、
その周回ベルト体を回転駆動する回転駆動手段と、その回転駆動手段によって回転駆動さ
れる周回ベルト体が有する図柄により、所定の領域に特定の表示がされた場合に遊技者に
有利な遊技状態を発生させる制御手段とを備え、前記周回ベルト体は、その周回ベルト体
が有する複数の図柄のうち遊技者が視認可能な視認可能表示領域に所定の並びで存在する
図柄と、前記視認可能表示領域とは異なる視認不能表示領域に存在する図柄とが変化する
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よう前記回転駆動手段により回転駆動されるものであり、前記周回ベルト体の搬送経路中
に位置を移動可能に設けられ、前記視認可能表示領域に存在する図柄を前記視認不能表示
領域へ迂回させる第１の可動式ローラと、前記周回ベルト体の搬送経路中に位置を移動可
能に設けられ、前記第１の可動式ローラによる前記視認不能表示領域への前記図柄の迂回
量を補うために、前記第１の可動式ローラが移動された場合にその移動と連動して移動す
る第２の可動式ローラと、前記第１の可動式ローラ及び前記第２の可動式ローラの移動に
よって、前記視認可能表示領域に存在する図柄面の少なくとも一部を前記視認不能表示領
域に移動させることにより、前記回転駆動手段による前記周回ベルト体の回転駆動とは無
関係に、前記視認可能表示領域に存在する図柄を前記所定の並びとは異なる並びに変更す
る変更手段とを備え、前記周回ベルト体が有する図柄のうち前記特定の表示を構成する図
柄が前記視認不能表示領域を通過して前記視認可能表示領域へ到達する前に前記回転駆動
手段による前記周回ベルト体の回転駆動が停止された場合に、前記変更手段による変更に
よって前記特定の表示を構成する図柄を前記視認可能表示領域における前記所定の領域に
表示させる。
　この請求項２記載の遊技機によれば、回転駆動手段は、周回ベルト体の図柄面に設けら
れている複数の図柄のうち遊技者が視認可能な視認可能表示領域に所定の並びで存在する
図柄と、視認可能表示領域とは異なる視認不能表示領域に存在する図柄とが変化するよう
、周回ベルト体を回転駆動する。また、変更手段は、第１の可動式ローラの移動及びその
第１の可動式ローラの移動に連動する第２の可動式ローラの移動によって、視認可能表示
領域に存在する図柄面の少なくとも一部を視認不能表示領域に移動させることにより、回
転駆動手段による周回ベルト体の回転駆動とは無関係に、視認可能表示領域に存在する図
柄を該所定の並びとは異なる並びに変更する。そして、周回ベルト体が有する図柄により
、所定の領域に特定の表示がされた場合に、制御手段は、遊技者に有利な遊技状態を発生
させる。
　ここで、周回ベルト体が有する図柄のうち特定の表示を構成する図柄が視認不能表示領
域を通過して視認可能表示領域へ到達する前に、回転駆動手段による周回ベルト体の回転
駆動が停止された場合には、変更手段による変更によって、該特定の表示を構成する図柄
を、視認可能表示領域における所定の領域に表示させる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の好ましい実施例について、添付図面を参照して説明する。本実施例では
、遊技機の一例として弾球遊技機の一種であるパチンコ機、特に、第１種パチンコ遊技機
を用いて説明する。なお、本発明を第３種パチンコ遊技機や、コイン遊技機、スロットマ
シン等の他の遊技機に用いることは、当然に可能である。
【０００８】
　図１は、本実施例におけるパチンコ遊技機Ｐの遊技盤の正面図である。図１に示すよう
に、パチンコ遊技機Ｐの遊技盤１の遊技領域１ａには、中央に図柄変動表示装置２が配設
されると共に、その周囲には始動入賞口３や変動入賞口４などが配設されている。中央の
図柄変動表示装置２は、遊技者に対向する部分に３列×３行で合計９個の図柄６が一度に
表示可能にされており、上・中・下の各行と対角線上に合計５本の当たりライン７が設定
されている。
【０００９】
　打球が始動入賞口３へ入賞すると、その入賞を受けて、パチンコ遊技機Ｐは、図柄変動
表示装置２の図柄６を列方向に変動させる。図柄６の変動が停止した時点における当たり
ライン７上の図柄６が、例えば、「（７），（７），（７）」や「（３），（３），（３
）」などのように、所定の組み合わせである場合には、変動入賞口４を所定の条件下で開
放させる。
【００１０】
　次に、図２を参照して、図柄変動表示装置２の機械的構成を説明する。図２は、図柄変
動表示装置２の分解斜視図である。図柄変動表示装置２は、遊技盤１の表側に位置する取
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付基盤８と、１列分の図柄表示機能を有する図柄変動ユニット９と、その図柄変動ユニッ
ト９を３個並べて収納設置する箱状の裏ケース１０とから構成されている。尚、表示面側
から見て左方にある図柄変動ユニット９を図柄変動ユニット９ａ、中央の図柄変動ユニッ
ト９を図柄変動ユニット９ｂ、右方にある図柄変動ユニット９を図柄変動ユニット９ｃと
称することにする。
【００１１】
　取付基盤８は遊技盤１にビスなどで取着されるものであり、透明カバー１１をはめ込ん
だ四角形の表示窓５を備えている。また、透明カバー１１の表面には上記した当たりライ
ン７が印刷されている。なお、透明カバー１１を凸レンズ状に形成して、図柄６を拡大表
示するよう構成しても良い。
【００１２】
　次に、図３を参照して、図柄変動ユニット９について説明する。図３は、図柄変動ユニ
ット９を模式的に表した縦断面図である。この図柄変動ユニット９には、帯状でエンドレ
スな図柄表示テープ１２が配設されている。図柄表示テープ１２は、乳白色で透明性のあ
る帯状の透明フィルムをエンドレスに形成するとともに、その透明フィルムの表面に、例
えば、「（１），（２），（３），（４），（５），・・・，（１１），（１２）」など
の１２個の図柄６を印刷したものである。この図柄表示テープ１２は、表面に印刷される
図柄６には、文字、数字、絵などのあらゆる図形が印刷されており、固定式ローラ１３ａ
～１３ｌと、駆動ローラ１４ａ及び加圧ローラ１４ｂを有する駆動ユニット１４と、可動
式ローラ１５ａ～１５ｄとに掛け渡されている。固定式ローラ１３ａ～１３ｌは、導電性
合成樹脂の成型品であって、図３に示すように、各コーナー及び図柄変動ユニット９にお
いて可動式ローラ１５ａ～１５ｄの各配設位置に対応して回転自在に軸着されている。ま
た、固定式ローラ１３ａと固定式ローラ１３ｆとの間が遊技者に対向する表示領域となっ
ており、各表示面Ａ，Ｂ，Ｃが取付基盤８の表示窓５にそれぞれ対向している。尚、固定
式ローラ１３ａ～１３ｌには、図柄表示テープ１２が離脱しないように、図示しない離脱
防止機構が備えられている。
【００１３】
　駆動ユニット１４は、駆動ローラ１４ａと、加圧ローラ１４ｂと、図示しない駆動モー
タとを備えている。駆動ローラ１４ａは、図柄表示テープ１２の外側に配設されており、
一方、加圧ローラ１４ｂは、その駆動ローラ１４ａと対向するように、図柄表示テープ１
２を挟んで図柄表示テープ１２の内側に配設されている。この加圧ローラ１４ｂは、図柄
表示テープ１２を駆動ローラ１４ａの周面に押し付けるものであり、駆動ローラ１４ａは
、駆動モータの駆動により回転するものである。よって、駆動モータを駆動することによ
り、駆動ローラ１４ａが回転し、その結果、図柄表示テープ１２が周回する。なお、駆動
ローラ１４ａ及び加圧ローラ１４ｂには、図示しない滑り止め処理が全周に施されている
。
【００１４】
　可動式ローラ１５ａ及び可動式ローラ１５ｂ（可動式ローラ１５ｃ及び可動式ローラ１
５ｄも同様）は、合着ピン１６により互いに合着されており、図柄変動ユニット９に搭載
されている図示しない制御装置から出力される制御信号に応じて、水平方向に移動可能に
構成されている。例えば、可動式ローラ１５ａが図柄変動ユニット９の内部左側から内部
右側に移動する場合、可動式ローラ１５ｂも可動式ローラ１５ａの移動に伴って内部左側
から内部右側へと移動する。
【００１５】
　ここで、可動式ローラ１５ａ，１５ｂ及び合着ピン１６により構成される可動式ユニッ
ト１５ａ１と、可動式ローラ１５ｃ，１５ｄ及び合着ピン１６により構成される可動式ユ
ニット１５ｃ１とは、その動作は連動するものではなく、一方の可動式ユニット１５ａ１
が移動したからといって、必ずしも他方の可動式ユニット１５ｃ１も移動するとは限らな
い。また、１の可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１が移動する場合には、図示しない制御
装置から出力される制御信号によって定められた１又は２以上の所定の固定式ローラ１３
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ａ～１３ｌが、図柄表示テープ１２を固定し、図柄表示テープ１２の回転を制限するので
、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１が移動しても図柄表示テープ１２が各ローラ１３ａ
～１３ｌ，１５ａ～１５ｄから離脱しない。よって、各可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ
１の移動時においても、図柄表示テープ１２の周回動作を円滑に行うことができるのであ
る。
【００１６】
　尚、以下後述する本実施例において、図柄変動ユニット９の各面を固定的に表現するた
めに、図柄変動ユニット９において、表示面側上部（図３においては固定式ローラ１３ａ
，１３ｂ間）をＡ面、表示面側中部（図３においては固定式ローラ１３ｃ，１３ｄ間）を
Ｂ面、表示面側下部（図３においては固定式ローラ１３ｅ，１３ｆ間）をＣ面、下面（図
３においては固定式ローラ１３ｆ，１３ｇ間）をＤ面、Ｃ面に対向する面（図３において
は固定式ローラ１３ｇ，１３ｈ間）をＥ面、Ｂ面に対向する面（図３においては固定式ロ
ーラ１３ｉ，１３ｊ間）をＦ面、Ａ面に対向する面（図３においては固定式ローラ１３ｋ
，１３ｌ間）をＧ面、Ｄ面に対向する面（図３においては固定式ローラ１３ｌ，１３ａ間
）をＨ面と略して称する。また、可動式ユニット１５にも固定式ローラ１３と同様、図示
しないが、図柄表示テープ１２の離脱防止機構が備えられている。
【００１７】
　次に、図４から図９を参照して、図柄変動表示装置２において、リーチ状態が発生した
ときに中央の図柄変動ユニット９ｂにおける可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１の動作及
び図柄表示テープ１２に印刷表示される図柄６の表示経路について説明する。
【００１８】
　図４は、左右の図柄変動ユニット９ａ，９ｃと停止し、２列目の表示面Ｂにおいて、図
柄（７）のリーチ状態が発生した場合に、中央の図柄変動ユニット９ｂの回転が停止する
前の状態を模式的に表した図である。
【００１９】
　図５（ａ）～（ｃ）は、図４の中央の図柄変動ユニット９ｂの回転が、大当たり図柄で
ある（７）が非表示面Ｄにある状態で停止した後に、上方の可動式ユニット１５ａ１のみ
を、表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させた場合に、表示面Ａ，Ｂ，
Ｃに表示される図柄６がどのように変化するのかを模式的に表した図である。ここで、可
動式ユニット１５ａ１の移動は、駆動ユニット１４による図柄表示テープ１２の回転駆動
が停止した後に行われる。
【００２０】
　図５（ａ）に示すように、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１が共に表示面Ａ，Ｂ，Ｃ
側にあり、且つ、大当たり図柄である（７）が最下方の表示面Ｃを通過し非表示面Ｄに達
した状態で図柄変動ユニット９ｂが回転を停止した場合、大当たり図柄である（７）を再
表示させるために、固定式ローラ１３ｂにより図柄表示テープ１２を固定して、可動式ユ
ニット１５ａ１を非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させる。この移動により、図５（ｂ）に示
すように、非表示面Ｄにあった図柄（７）は、反時計方向に移動して、表示面Ｃに達し、
遊技者に視認可能となる。更に、図５（ｃ）に示すように、可動式ユニット１５ａ１を非
表示面側まで移動すると、図柄（７）は大当たりライン上の表示面Ｂの位置に再表示され
る。このように、図柄変動ユニット９ｂの停止後において、大当たり図柄である（７）が
非表示面Ｄで停止してしまっても、固定式ローラ１３ｂによって図柄表示テープ１２を固
定し、可動式ユニット１５ａ１を表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動さ
せることにより、大当たり図柄である（７）を、大当たりライン上に再表示することがで
きる。可動式ユニット１５ａ１を、表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側へ戻すことにより、図５（ａ）の
状態に復帰させることができるので、かかる動作を繰り返すことにより、大当たりの期待
感を高めて遊技者の興趣を向上させることができる。
【００２１】
　図６（ａ）～（ｃ）は、図４の中央の図柄変動ユニット９ｂの回転が、大当たり図柄で
ある（７）が非表示面Ｈにある状態で停止した後に、下方の可動式ユニット１５ｃ１のみ
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を、表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させた場合に、表示面Ａ，Ｂ，
Ｃに表示される図柄６がどのように変化するのかを模式的に表した図である。図５の場合
と同様に、可動式ユニット１５ａ１の移動は、駆動ユニット１４による図柄表示テープ１
２の回転駆動が停止した後に行われる。
【００２２】
　図６（ａ）に示すように、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１が共に表示面Ａ，Ｂ，Ｃ
側にあり、且つ、大当たり図柄である（７）が最上方の非表示面Ｈに到達した状態で図柄
変動ユニット９ｂが回転を停止した場合、大当たり図柄である（７）を表示させるために
、固定式ローラ１３ｅにより図柄表示テープ１２を固定して、可動式ユニット１５ｃ１を
非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させる。この移動により、図６（ｂ）に示すように、非表示
面Ｈにあった図柄（７）は、時計方向に移動して、表示面Ａに達し、遊技者に視認可能と
なる。更に、図６（ｃ）に示すように、可動式ユニット１５ｃ１を非表示面側まで移動す
ると、図柄（７）は大当たりライン上の表示面Ｂの位置に表示される。このように、図柄
変動ユニット９ｂの停止後において、大当たり図柄である（７）が非表示面Ｈで停止して
しまっても、固定式ローラ１３ｅによって図柄表示テープ１２を固定し、可動式ユニット
１５ｃ１を表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させることにより、大当
たり図柄である（７）を、大当たりライン上に表示することができる。可動式ユニット１
５ｃ１を、表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側へ戻すことにより、図６（ａ）の状態に復帰させることが
できるので、かかる動作を繰り返すことにより、大当たりの期待感を高めて遊技者の興趣
を向上させることができる。
【００２３】
　図７（ａ）～（ｃ）は、図４の中央の図柄変動ユニット９ｂの回転が、大当たり図柄で
ある（７）が非表示面Ｄにある状態で停止した後に、両可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ
１を、表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させた場合に、表示面Ａ，Ｂ
，Ｃに表示される図柄６がどのように変化するのかを模式的に表した図である。図５及び
図６の場合と同様に、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１の移動は、駆動ユニット１４に
よる図柄表示テープ１２の回転駆動が停止した後に行われる。
【００２４】
　図７（ａ）に示すように、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１が共に表示面Ａ，Ｂ，Ｃ
側にあり、且つ、大当たり図柄である（７）が最下方の表示面Ｃを通過し非表示面Ｄに達
した状態で図柄変動ユニット９ｂが回転を停止した場合、大当たり図柄である（７）を再
表示させるために、固定式ローラ１３ｂにより図柄表示テープ１２を固定して、両可動式
ユニット１５ａ１，１５ｃ１を非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させる。この移動により、図
７（ｂ）に示すように、非表示面Ｄにあった図柄（７）は、反時計方向に移動して、表示
面Ｃに達して、遊技者に視認可能となった後、更に表示面Ｃと表示面Ｂとの間へ移動して
、遊技者の視界から一旦消滅する。更に、図７（ｃ）に示すように、両可動式ユニット１
５ａ１，１５ｃ１を非表示面側まで移動すると、図柄（７）は大当たりライン上の表示面
Ｂの位置に再表示される。
【００２５】
　このように、図柄変動ユニット９ｂの停止後において、大当たり図柄である（７）が非
表示面Ｄで停止してしまっても、固定式ローラ１３ｂによって図柄表示テープ１２を固定
し、両可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ
側へ移動させることにより、大当たり図柄である（７）を、大当たりライン上に再表示す
ることができる。特に、２つの可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を共に移動することに
より、大当たり図柄である（７）は、表示面Ｃに表示され一旦消滅した後で（表示面Ｂと
Ｃとの間に移動し、遊技者の視界から消滅した後で）、表示面Ｂに再表示されるので、か
かる変動表示により、遊技者の興趣を一層向上することができる。なお、両可動式ユニッ
ト１５ａ１，１５ｃ１を、表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側へ戻すことにより、図７（ａ）の状態に復
帰させることができるので、かかる動作を繰り返すことにより、大当たりの期待感を高め
て遊技者の興趣を更に向上させることができる。
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【００２６】
　図８（ａ）～（ｃ）は、図４の中央の図柄変動ユニット９ｂの回転が、大当たり図柄で
ある（７）が非表示面Ｈにある状態で停止した後に、両可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ
１を、表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させた場合に、表示面Ａ，Ｂ
，Ｃに表示される図柄６がどのように変化するのかを模式的に表した図である。図５及び
図６の場合と同様に、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１の移動は、駆動ユニット１４に
よる図柄表示テープ１２の回転駆動が停止した後に行われる。
【００２７】
　図８（ａ）に示すように、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１が共に表示面Ａ，Ｂ，Ｃ
側にあり、且つ、大当たり図柄である（７）が最上方の非表示面Ｈに到達した状態で図柄
変動ユニット９ｂが回転を停止した場合、大当たり図柄である（７）を表示させるために
、固定式ローラ１３ｅにより図柄表示テープ１２を固定して、両可動式ユニット１５ａ１
，１５ｃ１を非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させる。この移動により、図８（ｂ）に示すよ
うに、非表示面Ｈにあった図柄（７）は、時計方向に移動して、表示面Ａに達して、遊技
者に視認可能となった後、更に表示面Ａと表示面Ｂとの間へ移動して、遊技者の視界から
一旦消滅する。更に、図８（ｃ）に示すように、両可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を
非表示面側まで移動すると、図柄（７）は大当たりライン上の表示面Ｂの位置に表示され
る。
【００２８】
　このように、図柄変動ユニット９ｂの停止後において、大当たり図柄である（７）が非
表示面Ｈで停止してしまっても、固定式ローラ１３ｅによって図柄表示テープ１２を固定
し、両可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ
側へ移動させることにより、大当たり図柄である（７）を、大当たりライン上に表示する
ことができる。特に、２つの可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を共に移動することによ
り、大当たり図柄である（７）は、表示面Ａに表示され一旦消滅した後で（表示面ＡとＢ
との間に移動し、遊技者の視界から消滅した後で）、表示面Ｂに再表示されるので、かか
る変動表示により、遊技者の興趣を一層向上することができる。なお、両可動式ユニット
１５ａ１，１５ｃ１を、表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側へ戻すことにより、図８（ａ）の状態に復帰
させることができるので、かかる動作を繰り返すことにより、大当たりの期待感を高めて
遊技者の興趣を更に向上させることができる。
【００２９】
　図９（ａ）～（ｄ）は、図４の中央の図柄変動ユニット９ｂの回転が、大当たり図柄で
ある（７）が非表示面Ｈにある状態で停止した後に、上方の可動式ユニット１５ａ１を表
示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させ、その後、上方の可動式ユニット
１５ａ１を非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側から表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側へ移動させると共に、下方の可
動式ユニット１５ｃ１を表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させた場合
に、表示面Ａ，Ｂ，Ｃに表示される図柄６がどのように変化するのかを模式的に表した図
である。図５及び図６の場合と同様に、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１の移動は、駆
動ユニット１４による図柄表示テープ１２の回転駆動が停止した後に行われる。
【００３０】
　図９（ａ）に示すように、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１が共に表示面Ａ，Ｂ，Ｃ
側にあり、且つ、大当たり図柄である（７）が最上方の非表示面Ｈに到達した状態で図柄
変動ユニット９ｂが回転を停止した場合、大当たり図柄である（７）を表示させるために
、固定式ローラ１３ｅにより図柄表示テープ１２を固定して、上方の可動式ユニット１５
ａ１のみを非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側へ移動させる。この移動により、図９（ｂ）に示すよう
に、非表示面Ｈにあった図柄（７）は、時計方向に移動して、表示面Ａに達して遊技者に
視認可能となった後、更に表示面Ａと表示面Ｂとの間へ移動して、遊技者の視界から一旦
消滅する。
【００３１】
　その後、固定式ローラ１３ｅによる図柄表示テープ１２の固定を解除すると共に、固定
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式ローラ１３ｂにより図柄表示テープ１２を固定し、図９（ｃ）に示すように、上方の可
動式ユニット１５ａ１を非表示面Ｅ，Ｆ，Ｇ側から表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側へ移動させると共
に、反対に、下方の可動式ユニット１５ｃ１を表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側から非表示面Ｅ，Ｆ，
Ｇ側へ移動させる。この両可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１の移動により、図９（ｄ）
に示すように、図柄（７）は大当たりライン上の表示面Ｂの位置に表示される。
【００３２】
　このように、２つの可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を別々に移動することによって
も、大当たり図柄である（７）を、大当たりライン上に表示することができ、大当たりの
期待感を高めて遊技者の興趣を向上させることができる。
【００３３】
　以上説明したように、本実施例のパチンコ機Ｐによれば、パチンコ機Ｐの遊技の進行と
並行して、図柄表示テープ１２の停止後、所定の固定式ローラ１３により図柄表示テープ
１２を固定して、可動式ローラ１５ａ１及び可動式ローラ１５ｃ１を移動することにより
、図柄表示テープ１２に印刷表示された図柄６を印刷される順とは異なる順で表示面Ａ，
Ｂ，Ｃに表示することができる。よって、パチンコ機Ｐの遊技者は、普段予想される図柄
表示の順番にとらわれることなく、その都度、予想外の図柄表示を期待することができる
。従って、これまでの表示方式では大当たりを諦めざるを得ないような状況においても、
大当たり期待度をより高めて、興趣性を向上することができる。
【００３４】
　以上、実施例に基づき本発明を説明したが、本発明は上記実施例に何ら限定されるもの
ではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変形が可能であることは容易に
推察できるものである。
【００３５】
　例えば、本実施例では、中央の図柄変動ユニット９ｂの可動式ユニット１５ａ１，１５
ｃ１のみを移動する場合について説明したが、左右の図柄変動ユニット９ａ，９ｃの可動
式ユニットを移動するようにしても良い。また、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１は、
必ずしも３つすべての図柄変動ユニット９に設けられる必要はなく、１つの図柄変動ユニ
ット９にのみ設けるようにしても良い。１つの図柄変動ユニット９にのみ可動式ユニット
１５ａ１，１５ｃ１を設ければ、その分、パチンコ遊技機Ｐの製造コストを低減すること
ができるのである。
【００３６】
　上記実施例では、可動式ユニットの移動において、表示面Ａ，Ｂ，Ｃ側と非表示面Ｅ，
Ｆ，Ｇ側とに２つの停止位置を設けて図柄６の変動表示を行ったが、これに代えて、表示
面と非表示面との中央にも、可動式ユニットの停止位置を設けるよう構成しても良い。こ
れによれば、可動式ユニットの停止位置を増やすことができるので、２つの停止位置だけ
では演出できなかった図柄６の変動表示を演出することが可能となる。また、上記実施例
では、移動する可動式ユニットと固定する固定式ローラとの組み合わせを５種類紹介した
が、これ以外にも図柄表示テープ１２に印刷表示される図柄６の表示方式は、移動する可
動式ユニットと固定する固定式ローラとの組み合わせを変えることにより、種々変更する
ことが可能である。
【００３７】
　更に、上記実施例では、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１は、図柄変動ユニット９が
回転を停止した後に移動するように構成されたが、これに代えて、図柄変動ユニット９が
回転を開始する前、又は、図柄変動ユニット９の回転中に、可動式ユニット１５ａ１，１
５ｃ１を移動させて、図柄６の変動表示の演出を行うようにしても良い。
【００３８】
　例えば、すべての図柄変動ユニット９ａ～９ｃが回転を開始する前に、図柄変動ユニッ
ト９ａ～９ｃの可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を移動して、変動開始前の表示面Ａ～
Ｃに表示される図柄６を大当たり状態に一旦揃え、その後、各図柄変動ユニット９ａ～９
ｃの回転を開始するようにしても良い。これにより、遊技者の大当たり発生の期待感を高
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めて、遊技の興趣を向上させることができる。
【００３９】
　また、図柄変動ユニット９の回転中に、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を移動して
、回転中に表示面Ａ～Ｃに表示される図柄６を変化させる。例えば、左右の図柄変動ユニ
ット９ａ，９ｃが図柄「７」で順次停止し、「７」、「変動中」、「７」と並んだリーチ
状態で、中央の図柄変動ユニット９ｂにおいて、大当たり図柄「７」が表示面Ａ～Ｃを通
過して非表示面Ｄ～Ｈ側へ移動した場合、図１０（ａ）に示すように、両可動式ユニット
１５ａ１，１５ｃ１を非表示面Ｅ～Ｇ側へ移動し、非表示面Ｄ～Ｈ側の搬送経路を短くす
る。そして、大当たり図柄「７」が非表示面Ｈを通過して表示面Ａ～Ｃへ表れるタイミン
グを見計らって、図１０（ｂ）に示すように、両可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を表
示面Ａ～Ｃ側へ移動する。かかる可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１の移動を繰り返すこ
とにより、大当たり図柄「７」は、本来１２図柄分の送りで１周するところを、８図柄分
の送りで１周することになる。よって、大当たり図柄「７」を表示面Ａ～Ｃに、より多く
表示させることができるので、その分、遊技者の大当たり発生の期待感を高めて、遊技の
興趣を向上させることができる。
【００４０】
　更に、大当たりが発生した場合に次回の大当たりの発生確率が高確率状態に変化する特
定図柄を、表示面Ａ～Ｃに、より長く、より頻繁に表示させるように、図柄変動ユニット
９の回転中に、可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を移動するようにしても良い。また、
かかる特定図柄が、図柄表示テープ１２に例えば数図柄おきに表示されている場合、図柄
変動ユニット９の回転に合わせて可動式ユニット１５ａ１，１５ｃ１を移動して、所定の
表示面に（例えば表示面Ｂに）、特定図柄のみが表示されるように、即ち非特定図柄は所
定の表示面を高速通過するように（図柄変動ユニット９の回転速度以上の速さで通過する
ように）しても良い。これらの場合にも、遊技の興趣を向上させることができる。
【００４１】
　また、本発明を上記実施例とは異なるタイプのパチンコ機等に実施しても良い。例えば
、一度大当たりすると、それを含めて複数回（例えば２回、３回）大当たり状態が発生す
るまで、大当たり期待度が高められるようなパチンコ機（通称、２回権利物、３回権利物
と称される）として実施しても良い。また、大当たり図柄が表示された後に、所定の領域
に球を入賞させることを必要条件として特別遊技状態となるパチンコ機として実施しても
良い。更に、パチンコ機以外にも、アレパチ、雀球、スロットマシン、いわゆるパチンコ
機とスロットマシンとが融合した遊技機などの各種遊技機として実施するようにしても良
い。
【００４２】
　なお、スロットマシンは、例えばコインを投入して図柄有効ラインを決定させた状態で
操作レバーを操作することにより図柄が変動され、ストップボタンを操作することにより
図柄が停止されて確定される周知のものである。従って、スロットマシンの基本概念とし
ては、「複数の識別情報からなる識別情報列を変動表示した後に識別情報を確定表示する
可変表示手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して識別情報の
変動が開始され、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に起因して、或いは、
所定時間経過することにより、識別情報の変動が停止され、その停止時の確定識別情報が
特定識別情報であることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる特
別遊技状態発生手段とを備えたスロットマシン」となり、この場合、遊技媒体はコイン、
メダル等が代表例として挙げられる。
【００４３】
　パチンコ機とスロットマシンとが融合した遊技機の具体例としては、複数の図柄からな
る図柄列を変動表示した後に図柄を確定表示する可変表示手段を備えており、球打出用の
ハンドルを備えていないものが挙げられる。この場合、所定の操作（ボタン操作）に基づ
く所定量の球の投入の後、例えば操作レバーの操作に起因して図柄の変動が開始され、例
えばストップボタンの操作に起因して、或いは、所定時間経過することにより、図柄の変
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動が停止され、その停止時の確定図柄がいわゆる大当たり図柄であることを必要条件とし
て遊技者に有利な大当たり状態が発生させられ、遊技者には、下部の受皿に多量の球が払
い出されるものである。
【００４４】
　以下に本発明の変形例を示す。請求項１記載の遊技機において、前記表示調整装置は、
前記リールに表示される所定の図柄が、前記表示面を通過した後で前記駆動手段の駆動停
止によって停止した場合、前記リールの搬送経路を変化させて、その通過した図柄を前記
表示面に再表示させるものであることを特徴とする遊技機１。例えば、大当たり図柄が表
示面を通過した後で、駆動手段が停止し、図柄の変動表示が停止した場合、リールの搬送
経路を変化させて、通過したその大当たり図柄を戻し、その図柄を表示面に再表示する。
【００４５】
　請求項１記載の遊技機または遊技機１において、前記表示調整装置は、前記リールに表
示される所定の図柄が、前記表示面に表示される前に前記駆動手段の駆動停止によって停
止した場合、前記リールの搬送経路を変化させて、その表示面を通過する前の所定の図柄
を前記表示面に表示させるものであることを特徴とする遊技機２。例えば、大当たり図柄
が表示面を通過する前に、駆動手段が停止して、図柄の変動表示が停止した場合、リール
の搬送経路を変化させて、その表示面を通過する前の大当たり図柄を表示面に表示する。
【００４６】
　請求項１記載の遊技機または遊技機１若しくは２において、前記表示調整装置は、前記
駆動手段による駆動開始前に前記リールの搬送経路を変化させて、前記駆動手段が停止し
ている状態で、前記表示面に表示される図柄を変更するものであることを特徴とする遊技
機３。図柄の変動開始前に一部の図柄を移動することにより、変動表示を前回の変動表示
の終了図柄と異なる図柄から開始することができる。これにより、遊技の興趣を向上する
ことができる。
【００４７】
　請求項１記載の遊技機または遊技機１から３のいずれかにおいて、前記表示調整装置は
、前記駆動手段の駆動中に前記リールの搬送経路を変化させて、前記リールに表示される
所定の図柄が前記表示面により多く又はより長く表示されるようにするものであることを
特徴とする遊技機４。例えば、リーチ状態における大当たり図柄や、高確率状態へ移行す
る特定図柄を、表示面により多くより長く表示することにより、遊技の興趣を向上させる
ことができる。
【００４８】
　請求項１記載の遊技機または遊技機１から４のいずれかにおいて、前記回転表示器は、
２以上設けられていることを特徴とする遊技機５。
【００４９】
　請求項１記載の遊技機または遊技機１から５のいずれかにおいて、前記遊技機はパチン
コ機であることを特徴とする遊技機６。中でも、パチンコ機の基本構成としては操作ハン
ドルを備え、その操作ハンドルの操作に応じて球を所定の遊技領域へ発射し、球が遊技領
域内の所定の位置に配設された作動口に入賞（又は作動口を通過）することを必要条件と
して、表示装置において動的表示されている識別情報が所定時間後に確定停止されるもの
が挙げられる。また、特別遊技状態の発生時には、遊技領域内の所定の位置に配設された
可変入賞装置（特定入賞口）が所定の態様で開放されて球を入賞可能とし、その入賞個数
に応じた有価価値（景品球のみならず、磁気カードへ書き込まれるデータ等も含む）が付
与されるものが挙げられる。
【００５０】
　請求項１記載の遊技機または遊技機１から５のいずれかにおいて、前記遊技機はスロッ
トマシンであることを特徴とする遊技機７。中でも、スロットマシンの基本構成としては
、「複数の識別情報からなる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確定表示する可変
表示手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して、或いは、所定
時間経過することにより、識別情報の動的表示が停止され、その停止時の確定識別情報が
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特定識別情報であることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる特
別遊技状態発生手段とを備えた遊技機」となる。この場合、遊技媒体はコイン、メダル等
が代表例として挙げられる。
【００５１】
　請求項１記載の遊技機または遊技機１から５のいずれかにおいて、前記遊技機はパチン
コ機とスロットマシンとを融合させたものであることを特徴とする遊技機８。中でも、融
合させた遊技機の基本構成としては、「複数の識別情報からなる識別情報列を動的表示し
た後に識別情報を確定表示する可変表示手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー
）の操作に起因して識別情報の動的表示が開始され、停止用操作手段（例えばストップボ
タン）の操作に起因して、或いは、所定時間経過することにより、識別情報の動的表示が
停止され、その停止時の確定識別情報が特定識別情報であることを必要条件として、遊技
者に有利な特別遊技状態を発生させる特別遊技状態発生手段とを備え、遊技媒体として球
を使用すると共に、前記識別情報の動的表示の開始に際しては所定数の球を必要とし、特
別遊技状態の発生に際しては多くの球が払い出されるように構成されている遊技機」とな
る。
【００５２】
【発明の効果】
　請求項１又は２に記載の遊技機によれば、変更手段は、第１の可動式ローラ及び第２の
可動式ローラの移動により視認可能表示領域に存在する図柄面の少なくとも一部を視認不
能表示領域に移動させることによって、回転駆動手段による周回ベルト体の回転駆動とは
無関係に、視認可能表示領域に存在する所定の並びを該所定の並びとは異なる並びに変更
する。よって、遊技者は、普段予想される図柄の所定の並びにとらわれ難く、その都度、
予想外の図柄表示を期待することができる。従って、興趣性を向上することができるとい
う効果がある。
　ここで、請求項１記載の遊技機によれば、周回ベルト体が有する図柄のうち特定の表示
を構成する図柄が視認可能表示領域を通過して視認不能表示領域へ移動した後で、回転駆
動手段による周回ベルト体の回転駆動が停止された場合には、変更手段による変更によっ
て、該特定の表示を構成する図柄を、視認可能表示領域における所定の領域に再表示させ
る。よって、遊技者に有利な遊技状態を発生させるための図柄が視認可能表示領域を通過
した後に回転駆動手段による図柄の変動が停止してしまった場合であっても、該有利な遊
技状態を発生させるための図柄を視認可能表示領域における所定の領域に戻して再表示す
ることができるので、有利な遊技状態（大当たり）への期待感を高めて遊技者の興趣を向
上させることができるという効果がある。
　また、請求項２記載の遊技機によれば、周回ベルト体が有する図柄のうち特定の表示を
構成する図柄が視認可能表示領域へ到達する前に、回転駆動手段による周回ベルト体の回
転駆動が停止された場合には、変更手段による変更によって、該特定の表示を構成する図
柄を、視認可能表示領域における所定の領域に表示させる。よって、遊技者に有利な遊技
状態を発生させるための図柄が視認可能表示領域を到達する前に、回転駆動手段による図
柄の変動が停止してしまった場合であっても、該有利な遊技状態を発生させるための図柄
を視認可能表示領域における所定の領域に表示することができるので、有利な遊技状態（
大当たり）への期待感を高めて遊技者の興趣を向上させることができるという効果がある
。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例であるパチンコ遊技機の正面図である。
【図２】　図柄変動表示装置の分解斜視図である。
【図３】　図柄変動ユニットを模式的に表した縦断面図である。
【図４】　左右の図柄変動ユニットが停止してリーチ状態が発生した場合に中央の図柄変
動ユニットの回転が停止する前の状態を模式的に表した図である。
【図５】　図４の中央の図柄変動ユニットの回転が、大当たり図柄である（７）が非表示
面Ｄにある状態で停止した後に、上方の可動式ユニットのみを、表示面側から非表示面側
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た図である。
【図６】　図４の中央の図柄変動ユニットの回転が、大当たり図柄である（７）が非表示
面Ｈにある状態で停止した後に、下方の可動式ユニットのみを、表示面側から非表示面側
へ移動させた場合に、表示面に表示される図柄がどのように変化するのかを模式的に表し
た図である。
【図７】　図４の中央の図柄変動ユニットの回転が、大当たり図柄である（７）が非表示
面Ｄにある状態で停止した後に、両可動式ユニットを、表示面側から非表示面側へ移動さ
せた場合に、表示面に表示される図柄がどのように変化するのかを模式的に表した図であ
る。
【図８】　図４の中央の図柄変動ユニットの回転が、大当たり図柄である（７）が非表示
面Ｈにある状態で停止した後に、両可動式ユニットを、表示面側から非表示面側へ移動さ
せた場合に、表示面に表示される図柄がどのように変化するのかを模式的に表した図であ
る。
【図９】　図４の中央の図柄変動ユニットの回転が、大当たり図柄である（７）が非表示
面Ｈにある状態で停止した後に、上方の可動式ユニットを表示面側から非表示面側へ移動
させ、その後、その上方の可動式ユニットを非表示面側から表示面側へ移動させると共に
、下方の可動式ユニットを表示面側から非表示面側へ移動させた場合に、表示面に表示さ
れる図柄がどのように変化するのかを模式的に表した図である。
【図１０】　本実施例の変形例における可動式ユニットの移動状態を示した図である。
【符号の説明】
２　　　　　　　　　　　　図柄変動表示装置
６　　　　　　　　　　　　図柄
９（９ａ～９ｃ）　　　　　図柄変動ユニット（回転表示器）
１２　　　　　　　　　　　図柄表示テープ（リール）
１３ａ～１３ｌ　　　　　　固定ローラ
１４　　　　　　　　　　　駆動ユニット（駆動手段）
１４ａ　　　　　　　　　　駆動ローラ
１４ｂ　　　　　　　　　　加圧ローラ
１５ａ～１５ｄ　　　　　　可動式ローラ
１５ａ１，１５ｃ１　　　　可動式ユニット（表示調整装置）
１６　　　　　　　　　　　合着ピン
Ａ，Ｂ，Ｃ　　　　　　　　表示面
Ｐ　　　　　　　　　　　　パチンコ遊技機（遊技機）
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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